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2026年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開のお知らせ 

 

 

当社は、2026年６月 12日（金）に開催しましたアナリスト・機関投資家さま向け 2026

年 10月期 第２四半期決算説明会書き起こしおよび動画公開したことをお知らせいたしま

す。  

 

詳細につきましては、下記および添付の資料をご参照ください。  

 

2026年 10月期 第２四半期決算説明動画については下記をご確認ください。  

https://youtu.be/5v28ISRvXCY 

※掲載した動画は予告なく変更・終了する場合がございます。予めご了承ください。 

 

 

2026年 10月期 第２四半期決算説明の書き起こしについては次頁以降をご確認ください。 

 

会 社 名 株 式 会 社 笑 美 面 面 

代表者名     代 表 取 締 役 社 長  榎 並  将 志 

（コ ード番号 ： 9 2 3 7  東証グ ロース 市場 ） 

問合せ先 取 締 役 C F O  鎌 田  将 晴  

 （TEL. 06—6459-0777） 

https://youtu.be/5v28ISRvXCY


 

 

 

 

 

 

 

 

  

株式会社笑美面 

2026 年 10 月期第 2 四半期決算説明会 

 

2026 年 6 月 12 日 
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イベント概要 

 

[企業名]  株式会社笑美面 

 

[企業 ID]  9237 

 

[イベント言語] JPN 

 

[イベント種類] 決算説明会 

 

[イベント名]  2026 年 10 月期第 2 四半期決算説明会  

 

[決算期]  2026 年度 第 2 四半期 

 

[日程]   2026 年 6 月 12 日 

 

[ページ数]  32 

  

[時間]   18:00 – 18:39 

（合計：39 分、登壇：27 分、質疑応答：12 分） 

 

[開催場所]  インターネット配信 

 

[会場面積]   

 

[出席人数]   

 

[登壇者]  1 名 

代表取締役社長  榎並 将志（以下、榎並） 
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登壇 

 

榎並：改めまして、株式会社笑美面代表取締役の榎並でございます。本日は、株式会社笑美面、第

2 四半期の決算説明会にご参加いただき、ありがとうございます。 

今回の内容としましては、十分に当社のポテンシャルをご説明できる内容になっていると思います

ので、ぜひしっかりとお聞きいただき投資評価をいただけますと幸いです。 

では、第 2 四半期の決算説明を開始させていただきます。 

 

こちら、決算ハイライトです。 

2026 年 2 月から 4 月の第 2 四半期は、四半期単位で過去最高となる 144 百万円の営業利益を確保

いたしました。上期累計の営業利益は、計画を 50 百万円ほど上振れております。 

シニアライフサポート事業の生産性改善およびシニアホームコンサルティング事業の案件積上げが

ともに順調に進捗した結果、各事業で強力に利益創出が進みました。資料の右側、シニアライフサ

ポートでは、約 75 百万円、シニアホームコンサルティング事業で約 68 百万円と、それぞれの事

業で着実に利益を創出しました。 
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第 2 四半期単体での営業利益率は 21.5%となっております。シニアライフサポートでは、14.2%の

利益率となり、大きく利益率が改善しました。シニアライフサポートでは、第 2 四半期において大

幅な新規のコーディネーター採用はなく、計画どおりに進めた結果、このような利益率となってお

ります。 

従前の決算説明から繰り返しご説明しておりますが、シニアライフサポート事業の利益率の増減

は、コーディネーターを何名採用するかという先行投資による影響が大きくなっております。今四

半期のように採用投資が大きくない時期は、こうした利益率の創出が十分に可能です。 

半期時点の営業利益は、計画を 50 百万円ほど上回り、黒字化して着地しております。通期計画の

利益達成に必要な額は残り 184 百万円であり、今四半期で 144 百万円の利益を創出できておりま

す。また、今期分の大幅なコーディネーターの採用は完了していることを踏まえ、今期の計画達成

は十二分に射程圏内にあると考えております。 

 

事業トピックとしまして、同業のケアミックス株式会社の M&A がございました。今四半期の決算

数字には反映されておりませんが、これから反映されてまいります。ケアミックス株式会社は、コ

ーディネーターを含め約 68 人の従業員を抱える会社です。当社のノウハウの共有、業務リソース

の集中化および共通機能の統廃合によるコスト適正化を図り、利益貢献を目指します。 

ケアミックス株式会社との統合を決めた要因として、事業規模や同業であることだけではなく、シ

ニアホームマッチングの中立性のあり方です。当社が以前からお伝えしているように、この業界は
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情報の非対称性が大変多分にある領域であるため、これを利用するビジネスではなく、解消するよ

うなビジネスを行っていきたいという当社の創業時からの思いと同様に、ケアミックス株式会社も

そのようなこだわりと理念を持って経営しておりました。ここで完全に意気投合して、合流という

形になりました。 

また、シニアホームマッチングサービスだけではなく、ケアミックス株式会社は、笑美面でいう、

あってはならない社会課題の解決を行う事業として、看護師による社会課題の解決の事業をたくさ

ん行っております。その中には受益者が子供であり、大変困っている子どもたちの力になるような

事業も行っております。これは、私達笑美面グループとしても、将来的に取り組むべき事業領域だ

と考えておりましたので、まさにこの考え方、そして行っている事業という点で完全に意思が合致

したため統合となりました。統合後はこの両社の強みを生かし、さらなる飛躍を目指してまいりま

す。 

 

では、当社の状況に戻りますが、株価につきまして、直近の当社の株価は大変下落しておりまし

た。こちらは第 1 四半期決算を踏まえて、当社の業績が下向きのトレンドに向かっているのではな

いかと不安を招いた点があったと考えております。 

しかしながら、実際には継続して上向きであり、第 1 四半期のガイダンスでもお示したとおり、第

1 四半期においても、投資計画および事業計画はおおむね計画どおりでした。少しそこの説明が薄

かったので、下向きとトレンドが誤解されてしまった部分があるかと思いますので、今後しっかり

株主様に足元のトレンドをお伝えするように改善していきたいと考えております。 
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さらに、第 2 四半期につきましては計画以上の成果を残し、今回のような着地ができております。

上場して以来、過去に計画を達成できなかったのは、前期のみです。前期の利益の着地につきまし

ては、株主様に大変ご迷惑をおかけしました。 

しかし、前記に関しても決して投資失敗に終わったわけではございません。これも前期の通期決算

発表のときにアナウンスしておりますが、投資は失敗したわけではなく、前期に大量採用した人材

の教育が遅れたことが要因でした。 

そして、期中にその遅れた分を取り返せず、計画利益に着地できなかったことが前期の反省です。

ただ、投資がなくなったわけではなくて、その人材たちは現在も奮闘してくれております。これら

の教育体制の見直しを通じて今期第 1 四半期、第 2 四半期と取り返しつつあるため、現在のような

成果につながっていると考えております。 

教育遅れに関しては、前期ご迷惑をおかけしましたが、前期の先行投資の成果が今期にも活きてい

るとご認識いただければと思います。また、公表済みの中期経営計画についても同様に、十二分な

確度をもって策定していることを今回お伝えしたいと思っております。 

特に、発表しております利益計画については、十二分な確度をもって計画を公表しておりますの

で、これに関しましても引き続きご期待いただきますと幸いです。 

 

こちら用語集になります。 



 
 

 

 

 

 
6 

 

 

では、本日はアジェンダ通りに進めさせていただきます。 

 

 

2026 年 10 月期 第 2 四半期の業績報告です。 
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営業収益は前年同期比プラス 50.5%の 669 百万円、営業利益は前期比 4.6 倍の 144 百万円と、い

ずれも四半期単位で過去最高でした。シニアライフサポートではスマイル数がプラス 39.5%伸びた

こと、シニアホームコンサルティング事業では、新規開設および既存ホームへの取引支援による営

業収益を計上いたしました。 

 

KPI の推移ですが、シニアライフサポート事業の KPI について、前期の時点で既に病院からの紹介

数と家族会議数は、採用の効果もあり一定比率伸びておりました。 

ただ、教育の遅れがあったことで、スマイル数（成約数）に結びついていない部分が多分にありま

したので、前期の後半ぐらいから、その改善に取り組んでまいりました。今期はコーディネーター

の増員比率を抑えているため、例年より少なく、前期の採用がスマイルの増加に結びついていま

す。そのため、スマイル数の増加に比べると、紹介数や家族会議室の増加率は低くなっておりま

す。 

これは、いただいた紹介や家族会議をしっかりスマイルにつなげるところまでの仕組みを、より強

固にすることで、次の大幅な採用の際により確実な成長ができると考えて、こちらを優先して採用

を抑え、教育のほうに注力してまいりました。それが今期の戦略です。 

シニアホームコンサルティングについては、新規開設居室数の積上げに加えて、パートナーリース

の仕込みも着実に進めております。現在 3 件のパートナーリースの適時開示が出ておりますが、今

後についてもご期待ください。 
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これは四半期の営業費用の推移です。 

こちらは前四半期との比較で、マイナス 10.7%の 525 百万円です。第 1 四半期は、採用費や 5 拠

点の新設費など一過性の費用が多額にかかりましたが、今四半期はおおむね定常状態へ戻りまし

た。 

現在の計画では、今期の営業費用に関して、この定常状態が一定続くと考えております。そのた

め、今期の後半についても利益を出しやすい状況になっていると理解いただければと思います。 
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コーディネーター数と組織の状態についてですが、今期は第 1 四半期に新規採用を大量に進めたも

のの、前期より採用者の比率、数は抑えております。その間、組織構築に注力してまいりました。

第 2 四半期に入って数名規模の退職が出ておりますが、これから補充の採用を行います。 

前期の採用コーディネーターや新規マネージャーの習熟度が上がっておりますので、この営業費用

の定常状態を踏まえて、今後さらなる収益性の向上も期待できると考えております。 

第 12 ページから 16 ページは参考資料として掲載しておりますので、説明は割愛させていただき

ます。 
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2026 年 10 月期の通期計画と進捗状況についてご説明申し上げます。 

営業収益については想定どおりの進捗となっております。利益については重複いたしますが、通期

計画の利益達成に必要な額は、残り 184 百万円です。今四半期で 144 百万円の利益を創出できて

おりますので、今期の採用も大幅には計画をしていないことを考えますと、計画達成は十二分に射

程圏内にあると考えております。 
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インパクト KPI の通期計画に対する進捗状況です。 

後半偏重ですので、家族会議数、スマイル数については、後半の積上げでキャッチアップを目指し

ております。一方、新規開設居室数は第 2 四半期に一定挽回したものの、依然としてビハインドし

ている状況です。 

今期、当社の 100%子会社のケアサンクでは、大半が来期以降の収益認識に当たるパートナーリー

スの活動にも大きな工数を割いております。その上で収益部分としましては、既存ホームの取引支

援などを通じて、今期計画の達成を狙っていきます。 

既存ホームの取引支援も成立させることで、注力しているパートナーリースの案件の増加などにも

つながりますので、既存ホームの取引支援も並行して注力してまいります。 

 

通期計画のサマリーですが、現時点で今期の通期計画は据え置きといたします。 

ここから、足元の数カ月の利益の進捗状況を見ながら、対策を考えていきたいなと考えておりま

す。 
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お出ししています通期計画の前提条件に変更はございません。 

 

ここから改めて公表しています中期経営計画についての説明をかいつまんでいたします。 

今期を含む 3 カ年の計画値も、過去同様に CAGR は 40%程度の目標を持ち、再来期の定量目標と

しましては、営業収益で 5,580 百万円、営業利益で 1,009 百万円を計画しております。前期の中期

経営計画の発表の際にもお話しさせていただきましたが、今グロース市場で求められている成長と
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しまして、十分な成長を果たしていると、この計画を達成することで市場から評価されるものだと

考えております。 

この計画の達成のみならず、さらに上を目指して中期経営計画も達成していく感触を十分に持って

おります。 

 

内外環境の変化が起こっております。 

ビジネスケアラーへの支援強化や、プラットフォーム事業への投資を通じて、経営を次の段階に移

行することを中期計画を踏まえて計画しております。 

しかしながら、中期経営計画の営業収益の算定に当たっては、未知数の事業による収益はゼロとし

て見込まずに計算しておりますので、あくまで顕在化しているニーズを捉えた事業の中期計画の達

成を前提とした数字となっております。 
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インパクト企業として取り扱っておりますインパクト KPI です。 

今後、新規の KPI の設定を次の経営のフェーズとして検討しておりますので、策定次第、随時ご

説明申し上げます。 

 



 
 

 

 

 

 
15 

 

では事業別ですが、シニアライフサポート単体の中期経営計画としましては、過去 3 年間

CAGR40%程度の成長を続けてまいりましたが、変わらず、今後の今期を含めた 3 年間も 40%程度

の CAGR の営業収益成長を続けます。 

再来期には、4,237 百万円の営業収益の計画をしております。自己施策としましては、延長線上で

すが、拠点増設、顧客獲得手段の拡充、コーディネーターの増員、組織力および生産性の改善、こ

れらの現在までの取り組みの再現を行い、この中期計画を達成する計画です。 

 

シニアライフサポート事業について、再来期には 28 都道府県へ拡大予定です。また、ビジネスケ

アラーの離職を防ぐサービスを通じて、一般企業様などからもシニアホームのマッチングのニーズ

も獲得する予定です。 
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組織面ですが、シニアライフサポート事業では、再来期にはコーディネーターは 300 人超となっ

ている計画となっております。これらを支えるしっかりとした組織体制の構築を行い、成長の再現

を行っていきたいと考えております。 

 

マーケット環境ですが、シニアライフサポートのマーケット環境はまだまだ豊富に余白があると考

えております。28 年 10 月期の計画でも、マーケットシェアは 2.53%となります。これは同業他社
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間のマーケットシェアではなくて、シニアホームに年間入居される方を対象にしたマーケットシェ

アでございます。まだまだニーズは余白が残っていると捉えていただければと考えております。 

 

 

ではシニアホームコンサルティング事業のほうですが、こちらも本中期経営計画を通じて、3 カ年

で約 4 倍以上の成長を達成する計画です。 
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こちらは当社提供サービスのサイクル図です。シニアホームコンサルティングがスタートで、どん

どんその後の集客の支援や運営の支援につながっていくこともありますし、また集客の支援、人材

採用の支援、プラットフォームの支援を行うことで、シニアホームの新たな開設のニーズにつなが

ることもございます。 

また今現在、新規ホームの開設に意欲のある法人は、200 社を超えてさらに拡大をしております。

良い運営を行っていただける運営会社をしっかりと見定めて、価値提供していきたく思っておりま

す。 
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ケアサンクが行うパートナーリースに関しまして、会計処理が少し特殊のため、またこのページを

再掲させていただいております。 

来期以降の収益認識を計画しております。現在 3 件のパートナーリースの成約開示が出ております

が、足元では営業現場でのパートナーリースの認知がかなりの勢いで広がっておりますので、案件

は増加している傾向です。 
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インセンティブとしまして、当社の執行役員以上のメンバー、また一般のメンバーに対して、株式

などを用いてインセンティブを供与しております。 

 

再度サイクル図になりますが、私達は納得するホーム選びをシニアライフサポート事業、そして納

得されるホーム作りをケアサンクの事業、シニアホームコンサルティング事業を通じて行うことを

目標としております。 

今後は、実現しているがまだ本格的に収益貢献していないプラットフォームなどを含めて、第 3 段

階に向けてインパクト経営を行ってまいります。 
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では改めまして、当社が生み出す社会的価値として、再掲になりますが、かいつまんでお話しさせ

ていただきます。当社は、家族様に対して身体的介護から心の介護への変容を起こせるようなサー

ビスを目指しております。 

 

ポイントとなるのは、当社の家族会議プロセスです。家族会議では家族様の誤解の解消や罪悪感の

解消を行い、ご本人様の真の希望を引き出して、最適な選択をサポートしております。ここで創業
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時より重要視しております中立性などをしっかりと見定めて担保しながら、お客様にサービス提供

を行っております。 

 

また、家族会議は社会的なインパクトだけでなくて、財務的インパクトにも有用なことが証明され

ております。家族会議を通じて、誤解の解消、罪悪感の払拭、当社との信頼関係の醸成が行われる

ことにより、成約率が顕著に向上するという当社の社内データがございますので、家族会議は大変

重要なものだと認識しております。 
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結果的なアウトカムとして、SDGs に掲げられている無償の介護からの解放などがアウトカムとし

て出ております。また、仕事に復帰できるという形でビジネスケアラーの解消にも役立っておりま

す。 

 

当社のサポート、コーディネーターのサポートによって、ポジティブな意識変容が行われておりま

す。 
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また、繰り返し述べておりますが “心の介護に向き合えている”とお答えされる方が大多数です。 

 

こちらは入居を選択された介護家族の方々の声です。身体的介護負担からの解放によって、本来の

自分らしい時間を取り戻すことができております。 
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これらのお声もそうですが、直近の決算説明などでもお話しさせていただいておりましたが、笑美

面のブログサービス「笑美面 note」をぜひ株主の皆様にも見ていただけたら嬉しいなと社員一同

考えております。生々しい現場のサポートの事例やご利用者様の生活の変化がダイナミックにエピ

ソードとして掲載されております。当社のシニアホームマッチングサービスの核心部分が疑似体験

できるような、笑美面のことをより好きになっていただけるようなブログとなっておりますので、

株主の皆様にはぜひ少しだけでもお目通しいただけますと幸いです。 
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長年シニアホームマッチングサービスで、現場での信頼を積み重ねてきた結果、病院や医療業界と

の連携もこのように強固に進んでおります。 

 

最後に社内のトピックになりますが、心の介護の日の制定から 1 周年を迎えました。 

この日を心の介護に向き合う日として、当社内でも、全メンバーの家族やパートナー様に、私から

お手紙で普段の働きぶりの感謝をお伝えいたしました。大変好評でした。 

ここから先は Appendix ですので、ぜひ参考資料として見ていただければと思います。 

では以上をもちまして、株式会社笑美面、2026 年 10 月期第 2 四半期決算説明は以上とさせてい

ただきます。 

ご清聴ありがとうございました。 
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質疑応答 

 

司会：これより質疑応答に移らせていただきます。お時間の制限もございますので、全てのご質問

に回答できない場合もございます。あらかじめご了承ください。 

それでは質疑応答に移ります。 

榎並 [M]：改めまして、株式会社笑美面の榎並でございます。ここからはご質問いただいた Q&A

について、ご回答を差し上げます。 

質問者 [Q]：今期の営業利益の進捗について、上期時点で進捗率は 16%と低いですが、一方で、単

体 2 クォーター単体で 144 百万円と出ておりますので、仮に 3 クォーター、4 クォーターと同水準

の利益が確保できれば、利益上振れ余地も出てくるように思います。何か 3 クォーター、4 クォー

ターにリスクがあるのか、可能な範囲で教えてください。 

榎並 [A]：ありがとうございます。ご認識のとおり一定程度利益の上振れ余地がございます。3 ク

ォーター、4 クォーターに大きなリスクなどがあるのかというご質問いただいていますが、現状は

ないと考えております。 

また、同程度とありますが、2 クォーターよりまだ成長し切っていない今期採用のコーディネータ

ー、また前期採用のコーディネーターも 2 年目の後半に入りますので、まだまだ成長余地がござい

ます。同様にという部分もそうですが、それ以上の成長をも見込めるということです。 

これを踏まえると、利益の上振れ余地はまだたくさんありますが、やはり当社のシニアライフサポ

ート事業の成長の仕方として、早期にシェア拡大をしてきたことを重視しておりますので、来期で

見込んでいた部分の前倒し採用などの可能性も含めて、予算修正は現状では行わないという判断を

しております。以上でございます。ありがとうございます。 

質問者 [Q]：コーディネーター数がクォーター単位で少し減少しているように見受けられます。御

社は 1 クォーターに採用を寄せるのが通例ですので、退職があればクォーター単位では減少するこ

ともあると理解しておりますが、改めてコーディネーターの採用と定着、教育の状況について教え

てください。 

榎並 [A]：ありがとうございます。まず今期に関しましては、例年よりコーディネーターの採用数

自体も少ないこともありまして、1 クォーターのみで計画していた採用が完了しております。その

ため退職が発生すると、クォーター単位では少しコーディネーター数が減少していきます。 
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こちらについては先ほども申し上げましたが、補充の採用を行ってまいります。来期以降の採用に

関して今まで 1 クォーター、2 クォーターでまとめて採用を行い、教育工数という観点でまとめて

採用行っていました。しかし、採用数自体も来期、再来期の規模を考えると、さらに増えていくこ

とも踏まえ、通期採用という形で進めていくのがいいのではないかと社内では話しております。当

社は、外部の季節制というより自社で作っていた季節制みたいな、前半が投資をして後半で回収す

るということを行ってきたのですが、来期以降は少しマイルドにそちらもやっていきたいなと考え

ております。 

また、定着とか教育の状況ですけど、育成の遅れは改善に向かっております。今四半期の成果を見

てもお分かりのとおり向かっておりますので、育成の強化を引き続き行って、より早期の戦力化と

生産性向上に注力していきたいなと思っております。以上でございます。ありがとうございます。 

質問者 [Q]：シニアホームコンサルティングの売上の内訳として、既存ホームの取引支援とありま

すが、M&A などに伴う一過性のスポット収益ですか。それとも継続して計上されるパイプライン

なんでしょうか。 

榎並 [A]：ありがとうございます。こちらちょっと表現が分かりにくいかもしれませんが、既存ホ

ームの取引支援というのは、主に私達が企画に携わったシニアホームの案件であったり、それをオ

フバランスという売却をしたり、開発が終わったデベロッパーの開発が終わった物件のシニアホー

ムの売却などを支援しているものです。スポット収益ではあるんですが、今後の 3 クォーター、4

クォーターで事業のサイクルとして流れているものですので、たまたまの一過性のものではなく、

継続して計上していくような営業収益となっております。 

この既存のホームの流動化や売却を行う支援することによって、また新規のデベロッパーの開発余

白が開き、新しい開発用地になります。そして、私達が目指している良いホームも大量に企画し、

作っていくことにつながることで、パートナーリースの案件数の向上にも寄与し、そして KPI と

している新規居室開発数に、のちのちしっかりつながってくる事業アクションだと考えておりま

す。以上でございます。ありがとうございます。 

質問者 [Q]：中期経営計画の進捗について教えてください。発表してから半年でまだ進捗はそんな

にいっていませんが、定量というよりは、定性面で進捗の手応えを感じている部分があればご共有

をお願いします。 

榎並 [A]：ありがとうございます。先ほどの決算説明でも少しお話しさせていただきました通り、

中期経営計画はまだ半年でございますが、策定時点より十分な手応えを感じており、あのような計

画を出しております。 
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シニアライフサポート事業で言いますと、計画どおり進捗していることに加えて、ケアミックスと

いう心強い仲間も加わりました。中期経営計画の発表の際にお話ししておりましたが、M&A など

を加味した計画では元々なかったので、これによるさらなる加速が見込めると考えております。 

またシニアホームコンサルティング事業では、パートナーリース事業もしっかりと立ち上がってき

ております。現在 3 案件の成約ですが、足元の引き合いはかなり強くある状況です。こちらは来期

以降の利益のジャンプアップに貢献してくれると期待しております。 

ですので、中期経営計画はあくまで絵に描いた餅ではなく、どちらかというと、保守的に達成可能

性を考慮して作成した経営計画です。蓋然性のない中期経営計画を出しているわけでは全くござい

ませんので、今後の中期経営計画の進捗についても、ご期待して注視していただけますと幸いで

す。以上でございます。ありがとうございます。 

 

司会：以上で、株式会社笑美面、2026 年 10 月期第 2 四半期決算説明会を終了いたします。 

ご視聴いただき、誠にありがとうございました。 

［了］ 

______________ 

脚注 

1. 音声が不明瞭な箇所に付いては[音声不明瞭]と記載 

2. 会話は[Q]は質問、[A]は回答、[M]はそのどちらでもない場合を示す  
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